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-母と子のリトミック発表

市文化センターで開催された文化創ii1

祭(2月24日-3月4日)の一環として、
r母と i二のりトミ';.0ク発表」が3iJ48、
同センターで行われました.リトミック

とは、チどもの泡t{創性や感受怜を養おう

というものo rt炎公民書官のリトミック教

室て'臼ごろ練習を続けている税チが、大

ホールの舞台で発殺しました.

市民と市長の日 4月2日(1'1)!f liIJ 911，~から正乍まで、市役所3階市長室で行います。必$.(絡にどうぞ



3月繊会リポート

骨
格
型
の
予
算

-富士山遺動公園練などF行進新設改良

事業……...……・・・・・・・・・6億5，950万円

・市道の緩持補修に・・・・ー・・ 5，180万円

・上回駅大塁線、大手町下郷線の型経備

司区築・・・…・・・・・・…・・・……31意9，127万円

・新田公園の獲{純一.......… 2，250方円

・天神一丁目、中央二丁目地区市街地

再開発嘆鎌・・・……………… 450万円

・秋和地区、柿ノ木地区土地区画E援護

Z拠調能........・ー...・・・・ー・…… 1，440万円

・千幽町市営住宅の慾て替え事業

(36戸)ー・……一-……1if.6，338万円
・交通安会市民大会の開催……61万円

決
ま
る

m億
円
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-E • • • 
削 11西小校舎建段、体育館の改修 E 

…6憶し713万円=

・神科社会体育館の建設 = 
.. I f患4，600万円 a

・(仮称vヘルスピーチよ図」の建設 ' 

(水路付け替えなど)ー… 4，050万円自

国国・・・・田園圃鴎歯槽薗園圃a

土木費

-・・・圃圃.

般
会
計

教育費

F 2年度当初予算 a 

【21広報うえだ2.3.16

三
月
定
例
市
議
会
ガ
、
二
月
十
三
日
か
ら
三
月
二
日
ま

で
十
八
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
上
田
市
の
一
年
間
の
仕

穆
を
方
向
づ
け
る
平
成
二
年
度
予
算
ガ
決
ま
り
ま
し
だ
。

一
般
会
駅
は
二
百
十
七
億
二
百
一
一
+
九
万
円
。
前
年
度
当

初
予
錬
に
比
べ
六
億
四
千
八
百
三
士
一
方
向
の
滅
で
す
〈
二

・
九
%
減
可
こ
れ
は
、
市
長
選
挙
ガ
あ
る
こ
と
ガ
ら
、
ぬ
胃

縮
製
予
算
編
成
と
し
だ
だ
め
で
写
。
ま
だ
、
符
別
会
計
響

。
十
一
会
計
は
百
五
十
四
億
一
平
五
百
四
十
四
万
円
と
な

り
ま
し
だ
。

今
回
は
、
二
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
元
年
度

一
般
会
計
繍
正
予
算
、
児
童
館
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
二

十
八
議
案
ガ
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
・
承
認
さ
れ
ぎ
し

だ。円

一
円
一
円

万
一
万
一
万

n
U
E
a
u
-
r
D
 

nu
-
《
ヨ
一
守
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a
6
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F
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a
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の
J
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句
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嘗
串

一

盛
思
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3，899万円

l億1，992方向

48銀5，085万円

6億4，259万円

3儀 946方向

22儀3，105万円

土

級主主的支出...・H ・..2自15，411万円
資本的支出・..........・・・・2，949万円

収益的支出…・・…16億2，327万円

資窓的支出…H ・H ・9自19，499万円

特

官リ

会

iF 

仁



農キ本水産業費

-国際花と録のf辱軍Z会出展負担金(ス
ターチス、トルコギキョウを出展)

・・182万円
・花のプランタ一、フラワーロ ー ド管
理司陣興…・・・…・・-…………......72万円

・泉国土也区ライスセンター聾備事業な

どに助成………………. 9，620万円

総務費

-広報事拠 (r広報うえだJを大判にし

て発行、テレビ市政司書総の製作委託、

庁内文字放送)…・・・…・・・・・・2，289万円

・上小池嶋ふるdと市町村田基金
出資金・・・…・・・.......・・・・・2億2，833万円

商工費

-商工鎌銀周助成事様……1{意724万円

・よ田城跡公蘭案内板鐙備、官賞線埋設

穆鎌……………・・・・・・・・・・・・… 520万円

民生費

.i'旗働者テイホーム設置溜営事鎌(ヰ土

会得組協，ft会へ委託)……・・474万円

・相染聞大ホールを箆内ゲー トポール

場として利用するため、人工芝など

~~入……………・・・・・…・・ 380万円

こ
ん
怠
事
業
を
行

V
ま
守

衛生費

- 保健銅海1iI ~5 人格債・・・・ 339万円

・合併処理浄化情段置に対する鮮R士会

(4Cl!分}・・ー・...・H ・..一一 3，2CO万円

.. 年
山
-
般
会
計
(
此
出
)
の

巨
な
使
い
み
ち

路収入

13憶し444万円(6.1%)
1&方交付税 111車内(5.1%)

V2年度一般会計当初予算川OI方的4

@ 
その他
351憲9，496万円
(16.6%) 

ifiil 9徳丸345万円(4.3%)

a林水痘署員青
同(7.2%)

7有線
1291章6，440万円 (59.7"，，)

国庫支出会
17l!8.504万円(11.2%)

@ 
その他
281意6，475方向
(13.1%) 

衛生.. 

i / 

/ 
内

民生賓 敏幸:r. 車tlh責 土木貴 公償資
44f!.8.132万円 30憶し836 28憶に683 26f軍l8，976 25自15，257
(20.7%) 万円 万円 万円 万円 ~ ( 13.9"o) (13.3?~) (12.4%) ( 11.8"，，) 

、 ¥ ¥ ¥ 三也 竺h 三 三三 、
【3] 広報うえだ2.3.16



司

書

な

条

例
の

'
E
M
制
定
・
改
正

-
よ
図
古
川
滅
債
骨
密
会
条
例
の
制
定

山
品
川
の
附
川
沿
に
必
ぽ
な
川
町
品
聞
を
枕

似
し
、
将
米
ド
わ
た
る
財
政
の
健
全

な
巡
九
百
に
資
す
る
た
め
、
地
小
n
h
H
治

法
的
川
然
記
に
よ
る
制
的
必
A
M
を
世
間

し
、
州
み
伝
て
茸
一
行
い
、
ヂ
成
二
年

ぽ
以
昨
の
財
ぬ
対
鋭
的
の
附
川
温
に
充

て
れ
ん
い
と
い
・
?
も
の
で
す

園
児
童
館
条
例
の
一
部
改
正

点
以
倒
児
所
一
セ
ン
タ
ー
の
訴
訟
に

作
い
、
向
セ
ン
タ
ー
を
条
例
中
に
加

え
る
た
め
の
所
裂
の
は
ふ
で
す
.

-
向
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

条
例
の
一
節
改
正

怜
引
じ
新
築
資
令
お
よ
び
住
宅
改
修

資
金
の
貸
付
限
度
加
に
つ
い
て
、
刷

版
納
助
対
象
制
お
よ
び
以
叫
H
M
制
動
対

曲
家
鰍
ま
で
引
き
上
げ
改
定
を
す
る
た

め
、
凶
係
筋
分
の
所
裂
の
改
正
を
す

る
も
の
て
す
・

国
持
補
正予
算

一
般
会
計
の
仙
川
正
飢
は

.
aK依
八

千
八
百
三
十
二
万
八
千
円
の

m制
と

な
リ
、
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
元
年
度

一
般
会
計
の
総
額
は
二
百
六
十
一
位

九
千
三
百
三
十
五
万
七
千
円
と
な
り

ま
し
た
・
叫
例
年
同
期
に
比
べ
‘
三
十

億
九
千
百
三
十
八
万
a-
一
千
円
、
二
一
一
-

四
%
の
伸
び
に
一
補
正
予
算
め
主
な

使
い
み
ち
に
つ
い
て
は
、
左
衰
を
ご

覧
く
だ
さ
い
.

元{I'I比一般会計補正子.'ij

舎固め主怠使νみち

. rクリーンシテ寸上回J'~ ヘの糠
立命・…......…・・・…・・・・・ 5，0叩万円

・社会f酎止占基金への柵立金

…・ 250万円

・よ回しいのみ図の結控増改祭場事長

に対する補助金...・ H ・...・ H ・.830万円

・県道工事地元負担金・・・4，000万円

・富土山道lt;公聞紛のfl倫

H ・H ・6，000万円

・上国交通別所貌の近代化段備..

に対する助成・H ・H ・...…..714万円

・県宝敏修司属製繍助金(主主'"足島縛

祉政15伎舞台屋恨のe'{修}

， 125万円

.rスポーツ振興基金J'.立金
. 1，000万円

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

円

一
円

和

裁

・
パ

ソ

コ

ン

竺
竺

ω

訓
練
生
を
募
集

万

一
万
一
合

初
一
町
一
川

・
和
俊
科

MM
-K
一
料
相
慌
の
民
民
知
闘
か
ら
砂
川
校
側

川

淵

一

協

の

ほ

mw
.
間
一
り
か
ら
二
年
問
、
似
巡

今

4

1

E
-
-
d
p
一
は

火

・
木
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後

t
寸
ー
一

m'
・
一
時
三
で
・

計

一
計
一
山
}
・
・
司
手
術
省
鼻
後
科

会

一
会
一
切
}
パ
ソ
コ
ン
の
掛
川
作
か
ら
プ
ロ
グ
フ

舵

一
別
一
け
〉

一O
D

四

ム
の
作
成
な
ど
の
専
門
技
能
の
刑
判
得

二位刊-
四

月

か

ら

一

年

間

、

毎

週

月

・

氷

服

日
と
火

・
金
凶
日
の
ニ
ク
ラ
ス
・
い

ず
れ
も
午
後
人
時
か
ら
九
時

マ
問
い
合
わ
せ
上
小
高
等
職
業
訓

練

校

(
含
@
2
6
6
6
)

交
通
事
故
の

無
料
相
談
所

3月市融会で決ま った元年度予算

。

郡
山
そ
の
ほ
か
、
コ
行
き
局
い
た
向
校
教

育
を
保
障
す
る
た
め
の
教
育
条
件
改

普
に
閲
す
る
立
川
浪
H

」
な
ど
が
、
今

M
の
販
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
・

【4)広報うえだ2.3.16

マ
栂
輔
同
日
月
賦
B
か
ら
令
山
崎
自

の
午
前
九
時
三
十
分
1
午
後
四
時
四

十
分
(
専
門
の
相
絞
H
H
が
岡
崎
身
に
な

っ
て
制
絞
に
応
じ
ま
す
}
マ
弁
鰻
士

}
繍
畿
臼

旬
温
水
略
目
の
午
後
川

}
3
何
時
{
第
一
A
を
除
く
)
マ
場
所

{

M

似
摩
市
小
央
一

l
四
1

二
O
、
松
本

ず
自
動
耶
保
険
的
求
相
臨
セ
ン
タ
ー

n

}
本
生
命
絵
本
駅
前
ピ
ル
七
附
マ
品l

F

の
他
氾
ぷ
で
も
相
践
で
き
宅
す

戸

(

含

0
2
6
3
@
7
7
9
0
)



休
耕
問
、

火
災
を

呉服iEl，，<

マ
ひ
び
割
れ
し
た
り
、
べ
と
つ
く
ゴ
ム
管

は
す
ぐ
取
り
替
え
る
。

マ
コ
ム
管
と
元
栓
、
器
具
栓
と
の
結
合
に

ゆ
る
み
は
な
い
か
を
確
か
め
る
。

マ
ガ
ス
栓
の
誤
操
作
争
防
止
す
る
た
め
、

点
火
、
消
火
は
必
ず
目
で
確
認
す
る
。

マ
使
用
後
は
器
具
栓
だ
け
で
な
く
、
元
栓

も
必
ず
閉
め
る
。

マ
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
を
つ
け
る
。

防

ぅ， 
、.

山
泣
き
地
の
粘
れ
草
に
注
な

空
気
が
乾
燥
し
、
嵐
が
強
い
日
が
続
き
ま
す
。

空
き
地
、
休
耕
固
な
ど
に
放
置
さ
れ
て
い
る
枯
れ
草
に

は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
た
き
火
が
風
に
あ

お
ら
れ
た
り
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
子
ど
も
の
火
遊

び
な
ど
が
原
因
で
す
。
枯
れ
草
は
早
急
に
処
理
し
ま
し

争

A
F
λ
J

。

お済みですか~

転出・入などの

ぜ 手続き

tlfJ]!.ベ'?Jjj立リにi(!ゎtL、 iliiil:i升な

どへの~Iilt :11が rつ~. ，うっかり J

ということもあります.転:H・入な

どに必孫!な~r. -子純与のチェ ッタ リス

トを11t) -みました.
If!住民異動届(，Ii1~~、各五所)

口転出届…駄/1はる，jiH-/1111 ) 111を。

松1II，fll，1UJI'Fを発行しま 4• 
口転入届…ljij(1.，iJr j也でThhL l'恥
tI¥.]lliIJj ，IH片付ち、松人fiH411以
内に'，iiけ山を.

口転居届…IliI付で住所を移した人

li、転以後1411以内にhliけtliを.

獲得ち鈎 印館、出民健康保険flE

{加入名"のみ)、 rtlK年金lf'艇{川l
入引のみ}

副院国民健康保険、国民年金 (ili l~~，* 

か俗文i婦、 riil保有'-:O:ぷ)

惨1老人医療、!息宣手当など01:会隊、

tio\~~ .. '1・)

~'J、 . 中学校、保育園{小校教育眠、

f~rr偲}

浄水道 (tn?;;'It)
自制経自働羽E・バイク(市民悦奴)

極その他(次の了続きも13J忘れをく)

口郵便(Llll邸f!l!J，lI) 

口電気('1'部'.l.L1J I '. 'JI'!~'・ 1及川)
は電総 (NT T 1:111文Jali)

ロガス(1 m ffスなど)
b問い合わせ ，Il役所本Jj'O@4100、
盟i4'， ~Ii庁舎@2939 、 治rn :k:jir~

3000、川凶支所告⑪2002

家
族
で
話
し
合
お
う

交

通

安

全

新
入
学
(園
)児
を

事
故
か
ら
守
ろ
う

同
月
は
入
学
{
{
関
)
シ
ー
ズ
ン

新
入
学
(
間
}
児
に
と
っ
て
、
生
・日間

環
凶
叫
が
人
さ
く
袋
わ
リ
、
精
神
的
に

も
肉
体
的
ド
も
不
安
定
に
な
リ
.
ま

た
行
動
範
問
-
b
広
く
な
り
ま
す
・

各
家
庇
で
仲
代
恕
す
る
ポ
イ
ン
ト
を

あ
げ
て
み
ま
し
た
.

ω子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
通
学
(
閉
)

路
を
歩
い
て
み
て
、
安
全
な
通
行
方

持
政
な
ど
を
、
そ
の
渇
で
教
え
よ
う
・

ω明
日
の
・
4
備
を
さ
せ
よ
う
.
子
ど

も
は
、
忘
れ
物
を
取
り
に
帰
る
こ
と

に
夢
中
と
な
リ
、
思
わ
ぬ
ゆ
飲
に
あ

い
や
す
い
も
の
で
す
・

ω地H
a
M
伐
{
捌
)
時
間
に
余
絡
を
持
た

せ
よ
う
・
校
校
時
は
列
を
限
れ
な
い
.

川
町
下
校
時
は
巡
w
却
を
さ
せ
な
い
よ
う

問
進
ぷ
範
側
、
帰
宅
時
間
な
ど
の
約

川
棋
を
守
ら
せ
よ
う

織
の
し
つ
け
の
大
切
さ
、
不
断
的

出
叩
訓
噌
が
山
凡
泌
w
中
位
か
ら
守
る
こ
と
に

つ
な
か
リ
ま
す
・
「
子
ど
も
を
交
通

.
敏
か
ら
守
る
運
動
』
が
二
一
月
二
十

七
日

ωか
ら
阿
月
五
日

ωま
で
、
尖

-

絡
さ
れ
ま
す
・

日 広嫌うえだ2.3.岱



& 健康メモ
痛みシリ ーズ③

おなかの痛み

「
お
な
か
が
痛
い
」
と
い
う
こ
と

は
、
だ
れ
で
も
経
験
し
て
い
る
と
患

い
ま
す
・
そ
の
症
状
は
い
ろ
い
ろ
で
、

病
公
の
鍾
怨
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
・

お
な
か
の
ど
の
蹴
総
が
・
制
%
に
な

司
て
も
、
鮒
岨
術
と
し
て
感
じ
ま
す
.

ま
た
、
心
臓
の
よ
う
に
お
な
か
以
外

の
病
気
の
時
も
、
政
舗
と
し
て
感
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
・
ど
ん
な
痛
み

が
‘
ど
の
辺
に
、
ど
の
同
僚
に
現
わ
れ

て
き
た
か
を
銭
前
日
し
、
対
処
す
る
こ

と
か
大
切
で
す
・

ど
こ
が
痛
む
か

いねな
A
H

の
ど
こ
か
術
む
カ
で
、
わ
ね

お
よ
そ
ど
こ
の
織
拡
が
鯛
子
怒
い
か

日
比
当
が
つ
き
ま
す
。

①
み
ぞ
必
ち
の
州
み
・
:
円
・
眼
目
必

の
病
気
や
虫
年
炎
の
初
峨
心
筋
傾

，、，、窓
や
鉄
心
山
肌
の
叫
に
も
山
知
し
る
・
-
と

が
あ
り
ま

4
.

@
ゎ
剖
ト
岐
部
の
柿
み
:
・
脱
行
と
か

胞の
7
の
納
れ
の
川
、
山
知
じ
る
ニ
と

が
あ
り
ま
す
。

③
ド
江
上
腹
部
の
術
み
:
・
す
い
厳
の

鍋
%
の
時
.
山
知
じ
る
こ
と
が
あ
リ
ま

す
.@
お
へ
そ
の
川
辺
:
・
小
川
柳
に
関
係

し
た
病
気
や
対
怖
の
お
る
時
、
感
じ

会
品
「
'
.

⑤
右
下
腹
部
の
摘
み
・
:
卵
酬
明
や
J
T

g
な
ど
婦
人
科
の
病
討
や
虫
垂
炎
の

時
、
便
秘
的
時
に
も
痛
み
ま
す

@
友
下
附
服
飾
の
痛
み
・:
大
腹
に
関

係
し
た
病
気
の
時
、
鋭
的
悼
の
時
に
痛

み
ま
す
e

山

崎

市

4
も

⑦
下
腹
部
の
焔
み
:
・
腕
枕
や
チ
自

な
ど
い
札
制
似
の
め
る
時

r
o
m
み
ま
す
.

@
お
腺
令
体
・・
・
山
川
悦
炎
や
胸
間
畿

な
ど
の
病
丸
め
川川
、
山
州
み
ま

r・

痛
み
の
起
こ
り
万

腹
摘
が
起
ニ
っ
た
時
、
す
ぐ
に
医

師
に
伶
て
も
ら
J

た
々
が
よ
い
の
か
‘

M
m
子
を
み
て
も
よ
い
の
か
を
判
断
す

る
い
は
、
次
を
手
々
に
し
て
く
だ
さ

、.
-
L
V
 

①
す
ぐ
に
伶
て
も
ら
『
た
お
が
よ

い
幼
九
日
は
、
急
激
に
術
み
出
し
た
時

や
ニ

1
=
一
時
間
た
っ
て
む
治
ら
な
い

摘
み
の
川
町
で
寸
・

め
ず
ぐ
怜
て
も
ら
う
机
で
は
な
い

が
、
必
ず
一
度
は
受
診
し
た
万
が
よ

い州場
A
H
・
い
つ
も
同
じ
場
所
が
柿
い
、

徐
々
に
強
く
な
っ
て

5
た
・
そ
う
術

い
わ
け
で
は
な
い
が
州
み
が
統
い
ザ

い
る
・
品
川
中
に
も
摘
み
が
あ
る
・
役

中
に
痛
み
で
日
が
党
め
る
.
食
山
?

し
た
様
、
必
ず
術
ん
だ
リ
、
民
胞
こ

I
t

-

-

-

1

1

ー

な
る
と
摘
む
・
以
上
の
一
組
状
が
あ
る

か
た
は
、
必
ず
怜
て
も
ら
い
注
し
ょ

3
.
 

子
ど
も
の
盟
痛

子
ど
も
は
、
お
な
か
が
痛
《
て
も

な
か
な
か
う
ま
く
総
状
が
言
え
ま
せ

ん
.
す
ぐ
に
受
診
さ
せ
た
方
が
上
い

か
選
・
ワ
こ
と
が
よ
く
あ
リ
ま
す
が
、

そ
ん
令
時
は
、
ま
ず
幽
m
{
体
制
値
}
を

測
っ
て
み
ま
し
ょ
う
・
品
開
が
め
れ
ば

早
め
に
交
鈴
し
、
『
お
な
か
が
仰
い
』

と
行
ゥ
て
も
・
川
%
に
滋
よ
よ
・
つ
な
ら

あ
ま
り
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
.

縦
泌
が
な
く
て
、
れ
な
か
が
痛
む

ニ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
や
わ
ら
か

い
物
や
川
化
の
よ
い
食
べ
物
ば
か
リ

を
食
べ
さ
せ
な
い
で
、
野
ぷ
や
潟
町
舶

な
ど
合
多
く
し
て
、
川
出
泌
を
悠
え
て

や
り
去
し
よ
う
・

舗)スパイクは
ミ Y あなたから ⑮

春
の
道
j
*
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普
通
タ
イ
ヤ
で

さ
わ
や
か
に

寸
か
リ
'
作
的
制
い
と
な
ウ
た
仙

の
小
、
ま
た
ス
.
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
で
温

防
を

「ガ
リ
グ
り
」
と
削
っ
て
定
る

川
却
を
比
か
け
ま
よ

本
米
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
u
m
r

路
や
凍
結
路
を
走
る
た
め
の
も
の
で

す
.
玄
が
降
っ
て
も
、
す
ぐ
に
浴
け

る
こ
の
季
節
に
は
不
要
で
す
.
一
日

'
U
ロ
ド
〈
品
川
け
泊
タ
イ
ヤ
に
は
さ
路
甘
え
ま

し
ょ
・
つ脱
ス
パ
イ
ク

大
き
く
前
進

え
れ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
脱
出
が
米
停

の
一
二
川
で
中
比
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
、
脱
ス
パ
イ
ク
泌
品
仰
は
大
き
〈
前

巡
し
ま
し
た
・
粉
し
ん
で
悩
む
県
内

谷
地
で
、
脱
ス
ハ
イ
ク
が
涜
尖
に
広

が
勺
ず
い
止
す
。

h
川
巾
で
も
、
ピ

l
ク
川
町
の
ス
パ

イ
ク
仙
山
川
市
が
八
ん
%
{
附
和
六
十

一一年一一
川
)
だ
司
た
の
が
、
今
年
は

スパイクタイヤ装着率(市内平均)

一
克
年

3
R

一克
手

Z
R

一元
年

1
月

1∞ 

。
(%) 

7S 

50 
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上
回
創
造
館

宮

@
1
1
1

1

『

み

イ
ベ
ン
ト
紹
介

鴎
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
彫

マ
と
き

三
月
二
十
一
日
附
カ
ら

臨
月
二
日

ω.
午
前
ト
一
時
、
午
後

一
時
三
十
分
、
三
時
の
三
回
投
影
(
臼

峨
と
祝
日
は
午
前
九
時
三
ト
分
も
)

マ
内
答

申
容
の
忠
一
釜
と
恋
み
の
傍
太

陽
マ
観
覧
料
小
中
学
生
否
問
、
高

校
生
以
上
の
学
生
百
五
十
円
、
一
般

二
百
円

麗
伝
承
子
ど
も
遊
び
大
会

マ
と
さ

三
月
三
十
一
日

ωと
四

月
一
臼
側
、
午
後
一
時
1
四

時

マ

と
こ
ろ
上
回
創
造
総
体
行
航
マ

内
容
紙
鉄
砲
や
竹
と
ん
ぼ
な
ど
を

作
っ
て
遊
ぽ
う
。
マ
持
ち
物
ご
』

ま
」
や
「
め
ん
・
ど
な
ど
家
に
あ
る

お
も
%
ゃ
マ
参
加
料
無
料

国
開
通
笹
神
ま
つ
り
展

マ
と
き
二
月
ニ
ト
一
日
制
か
ら

四
月
二

a
m
vと
こ
ろ
民
俗
資

料
館
マ
内
容
上
小
地
万
の
代
表

的
な
道
線
神
を
写
必
や
パ
ネ
ル
で
紹

介
マ
入
場
料
小
・
中
学
生
一
無
料
、

向
校
生
以
上
の
一
学
供
行
川
、

B.
卜
門

閣
贋
姐
輯
手
狭
面
教
室

マ
と
き
三
川
ニ
ト
七
口

ωと
二

十
八
日
附
。
午
前
卜
時
l
ト

一時、

午
後
二
時
1
三

時

マ

と

こ

ろ

悦

聴
覚
教
室
(
三
階
)

マ
上
映
作
品

ア
リ
パ
パ
と
阻
十
人
の
総
賊
、
コ

ア
ラ
ち
ゃ
ん
の
消
防
隊
、
定
れ
メ
ロ

ス

マ

入

場

料

無

料

マ

定

員

各
回
と
も
五
ト
名

盟
関
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で

春
の
星
座
を
さ
が
そ
う

マ

と

き

て
H
A
ニ
卜
六
利
刊
と
ニ

ト
じ

M
閃
、
午
前
ト
附

i
l時
三
卜

分
マ
と
こ
ろ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

議
(
問
附
」
マ
内
容
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
で
日
い
を
投
彬
し
な
が
ら
、
ん
刊
の

代
点
的
な
以
仰
が
』
説
明
マ
参
加
費

燃
料
マ
対
象
小
学
ル
じ
以
し
マ

定

員

両

U
と
も
円
二
ト
名
(
当
日
、

会
織
で
受
け
付
け
ま
す
)

圏
親
子
映
画
劇
場

一
般
行

マ
月
日
三
月
二
十
明
日

ωか
句

二
十
六
日

ω
マ
よ
映
作
品
と
時
間

①
俗
だ
/
-
u
m
出
た
/
に
こ
に
ニ
ふ
ん

目
午
前
ト
時
1
卜
一
一
時
三
十
分
、
午

後
一
時
i
二
時
一
一
一
ト
分
②
胤
の

χ4Z

郎
3
ガ
ラ
ス
め
T

ン
ト

1
午
後
三
時

三
ト
分
1
五
時
卜

κ分
{
①
は
幼
児

じ
行
川
、
小
学
中
一
以
L
L
八

訂

円

②

は
幼
児
無
料
、
小
小
生
以
L
L
八
行
問

マ
会
場
文
化
ホ

l
ル
こ
際
}

マ

受
付
当
日
‘
会
湯
で
受
け
付
け
ま

す
マ
定
員
。
什
同
と
も
.
ム
行
名

温
園
畠
骨
の
星
空
観
望
会

マ
と
き
三
月
ニ
ト
四
日
凶
と
二

十
五
日
制
午
後
七
時
三
十
分
1
九
時

マ
と
ニ
ろ
屋
上
・
天
体
観
測
釜

マ
内
容
春
の
代
表
的
な
星
座
を
観

望
し
ま
す
.
マ
参
加
料
無
料
マ

対
象
小
学
生
以
上
(
中
学
生
以
下

は
保
凝
有
同
伴
で
}
マ
参
加
方
法

時
間
内
に

n山
に
お
越
し
く
だ
さ
い

マ
そ
の
他
雨
天
・
曇
火
時
は
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
長
で
行
い
ま
す
。

掛
楽
し
い
折
り
紙
教
室

マ
と
き

J

一
月
二
ト
一
日
制
.
午

前
の
郎
1
十
時
l
正
午
、
午
後
の
部

1
・一時
i
附
時
マ
と
ニ
ろ
第
問
・

氏
問
修
安
マ
内
容
折
り
紙
で
動

物
や
従
を
作
リ
ま
す
マ
参
加
料

一
之
行
円
マ
定
員
午
前
、
午
後
の

部
と
も
五
ト
b
h

マ
そ
の
他
折
り

紙
と
テ
キ
ス
ト
は
同
館
で
周
怠

三

O
%台
に
ま
で
下
が
り
、
粉
じ
ん

も
少
し
ず
つ
械
ヮ
て
さ
て
い
ま
す

ピ
ン
を
抜
い
て

普
通
タ
イ
ヤ
に

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
そ
の
ま
ま
で

は
急
つ
ぶ
す
こ
と

U
、
絶
対
に
や
め

て
く
だ
さ
い
。
ピ
ン
を
抜
い
て
許
泌

タ
イ
ヤ
と
し
て
使
う
よ
う
、
お
願
い

4
月
別

-n日

「
上
田
真
山
ま
つ
り
」
の

参
加
者
を
募
集

袋
行
委
民
会
で
は
、
第
九
回
「

k

則
的
片
悶
ま
つ
り
」
の
参
加
者
を
次
に

よ
り
募
集
し
ま
す
e

-
真
田
武
者
行
列

マ
日
時
間
川
二
1
二
日
川
，
午
前

九
時
後
九
日

l
M卜
.
時
一
ニ
卜
分
出
陣

式
1
午
後
卜
一
時
間

l
ν
山
海

マ
コ
l
ス

l
川川
崎
|
大
下
町
l
M
m

・-
u仏V
F
J
，
』

h
H
d
u
i
-

H
h
川
川
凶
ヘ

困
問
。

l
M
H川
r川
m
O
I
L
-
oH
帥

m
a
l
t
-
-恥
U
u砂

マ
募
集
内
容

①
拡

mu次
の
ぬ
い
れ

附や一
J
?
の
山
川
れ
や
貯
附
凶
人
{
大
将

的
み
掛
川
町
三
ハ
ド
ボ
川
町
M
人
『
川
}
、
学

付川
m
M
人
『
同
六
大
助
隊
初
人
目
小

中
ゃ
ん
や
二

|
-
w
L眼
目
人
{
児
性
}
.

①
一
除
付
附
則
と
l
て
市
総
一
州
、
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
巾
似
て
③
氷
山
総
.
光

州
紙
、
川
町
た
な
い
さ
は
ホ
務
円
刊
で
川
広

し
ま
す
.

市
で
は
、
ピ
ン
抜
き
機
を
無
料
で

お
災

L
し
て
い
ま
す
@
電
気
ド
リ
ル

を
使
っ
た
上
闘
方
式
で
、
だ
れ
で
も

簡
州
中
に
使
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
川
く

だ
さ
い

・
問
い
合
わ
せ

生
活
環
峻
胴
体
(
内

線

1
3
8
9
}

(
こ
の
シ
リ
ー
ズ
お
わ
り
)

@
阿
片
山
時
中
枠
・
品
品
中

・
幸
村
隙
は
出
向

的
ト
.
料
・
一
し
ナ
五
万
円
を
れ
M
W

マ
申
込
方
法
参
加
申
込
山
引
け

{
観
光

課
に
あ
り
}
に
記
入
の
う
え
、
四
月

山
ハ
日
制
ま
で
に

ニ
T
溺
市
内
大
手

一
l
一
一
一
六
市
役
所
観
光
細
部

内
上
回
点
阻
ま
つ
り
笑
行
委
員
会

(
内
線
1
4
2
2
)
』
へ
伝
送
り
く
だ

さ
い
{
参
加
多
散
の
地
合
は
州
選
〕

-
ミ
ス
上
回
コ
ン
テ
ス
ト

・
ハ

ッ
ス
ル
の
ど
自
慢
大
会

114 
月

一er
--u

マ
日
時
・
会
岨
咽

卜
.
間
市
民
会
総

マ
応
募
資
格
の
一
ミ
ス
上
山
コ
と
7

ス
ト
は
ト
八
段
以
し
の
米
婚
女
性
小
川
川

他
仏
会
除
く
}
で
、
上
川
市
と
そ
の

問
辺
に
ぶ
住
す
る
か
た
②
ハ
ッ
ス
ル

の
ど
自
慢
は
参
加
れ
州

マ
申
込
方
法
所
定
め
問
'紙
で
に

m

車
問
工
会
指
高
川

ι

宮
(砂

4
5
0
0
}
ま

た
は
観
光
誌
へ
ど
・

1τ
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火
災
予
防
を

P
R

継
の
会
開
火
災
予
防
法
制
小
の
一
-
一
川
明
日
、

k
m
市
消
防
問
、
婦
人
的
防
隊
な
ど
約
五
十

人
が
似
町
か
ら
卜
.
川
駅
前
↓
ゅ
で
は
似
さ
泊
り

を
防
火
パ
レ
ー
ド
し
正
し
た
。
ラ
ッ
パ
陣
や

肢
除
が
鰍
断
幕
を
先
叫
に
行
泣
句
婦
人
消
防

隊

HHb.
ミ
ス
ト
…
川
と
一
一
紡
h
h
は
い
物
芥
ら

に
火
災
予
防
の
チ
ラ
シ
を
似
り
注
し
た
・

川
西
小
に
新
校
舎
建
設

1I1j!t! 8 J Jの火災てほチ?などを鋭火した川I羽

小ヴ:伎で3)J 6 日、北俊子?などを ~ t ‘1立 t るた

めの安‘令m師ri栴が行われま l1.:.. ノ')d'hlil毛を
はじめ、 ，b、J也Jし|見lf糸行なr約40人が，'1'，席。
-It校合i阜、 1"筋コンクリート 3附犯でで作j虚
数刻、 t.'i~)JJ教引のほか、多 11 (I~ .f.dl.、コ J ヒ

4 ータ教取る・どが入ることにな司てJ五り、今

年12}J までに完成させる予定です.

r ll'f 'l.~ '~守の会 l 結成大会が 3 JJ 3 I1、 IOolIl 創造宮古

でIJIJiJ・Hlした。大会には約100人が111J航して、役
uのj11)lllと印刷Ji告|・を決めよした。新会訴の楽団
たか fさんは「尚裟ベースlニ.lI(ゼられるのではな

く、 I本山に必長!なものをは凶める(]を3をいたい」
とあいさつ.このf袋、 ;t柑迎合会!~の尚mュリさ

んIJ'=A.i昔iしました.

川
次
的
怖
さ
ん
か
ら
以
か
い
ご

w
u
w

川

ャ

い

f
打
、
£
し
れ
'

川

マ

上
白
古
川
軟
式
野
湾
ス
ポ
ー
ツ
少
年

川

回
線
鶴
者
会
繊

ト
カ
川
.
ベ

l
ス

川
パ
ン
一
式
上
山
明
何
川
般

D
グ
ラ
ウ

側

、
J

ド
の

Mm怖
に

川

マ

永
国
庫
骨
己
幽
棉

{
上
鍛
治
町
}
み
か

川
九
人
知
徹
思
決
へ

州

マ
東
城
さ
と
繊

(
材
木
町
)
ぞ
う
き

州
ん
れ
校
行
会
制
松
施
山
政
へ

州

マ

彊
名

五
万
同
社
会
制
組
必
金

川
紋
立
金
と
し
て

川

マ
且
胃
〈
婦
人
の
家
利
用
者
一
同
緩

川
六
千
八
百
六
十
円
社
会
福
祉
基
金

剛
検
立
金
と
し
て

川

マ
西
武
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

川

敏
重
機

タ
ベ
ス
ト
リ
ー
の
ウ
，

l

川
ル
ポ
ケ
ト
枚
社
会
一
加
悦
総
投
へ

川

マ

日
本
ガ

ス
水
道
側
社
員
会
機

六

川

r九百
Hτ
卜
五
川
、

仙
川
事
機

一

川
万
三
千
口
五
十
七
円
社
会
一
知
祉
総

間

余

Mm
似
合
と
し
て

川
マ

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
第
五
田

川

機

-
万
ム

T
問、

ガ
l
ル
ス
カ
ウ

馴

ト
長
野
県
第
二
+
五
回
線

一
万
五

川
千
円
社
会
制
紙
必
金
術
弦
念
に

川
マ

北
信
ヤ
ク
ル
ト
販
売
綿
織

.h万

川

内

H
れ
A
q
h
L
川
枇
貯
金
制
立
命
と
し
て

川

マ

千
石
線
合
観
光
倣

線

地

上

式

的

【8Ja，鞭ラx.t:!2.3. 16 



!スハイク

スハイクタイヤ叩i切{まきを宇えキャンベー

シカ>2月24臼、泌野町交採点で行われまし

た..11、際、 J.lU符祭2号、公'J，;:防H行持R

~ど約40 人が芸品IJI I . チラシ、たて石1反でド
ライパーやilfi行人に r脱スパイク」を，添え

ていました。

⑧
し
〈
均
芸
が
で
き
ま
す

川
火
砕
一
基
消
防
問
水
利
と
し
て

川
マ
嗣
東
郷
堂
綴
心
情
桁
行
阻
ト
八
冊

川
小
学
校
、
保
有
刷
、
幼
側
同

へ

川
マ
山
洋
電
気
掛
上
国
営
鎌
所
検

九

州
十
一
万
一
千
七
百
六
ト
円
消
防
問

川

mLA分
川
的
防
ポ
ン
プ
山
動
車
市
民
新

川
川
と
し
て

川
マ
ア
ー
ト
金
属
工
業
僻
様
九
十

一

川

力

一
千
じ

h
六
ト
円
削
防
団
総
バ

川

分
間
初
防
ポ
ン
プ
自
動

Hm花
新
用
と

附

し

て

川
円
V

東
洋
商
事
脚
繊
削
十
五
U
M
五
下

川

八
U
H
八
十
円
消
防
問
第
五
分
間
前

川
防
ポ
ン
プ
自
動
単
更
新
用
と
し
て

刊
a
い内

b
路
幅
脅
許
義
務j
務
総
隊
議

ん
町
さ
屋
き
紛

f
ゅ
7

制

決

鴻

提

凋

7

向働省制祉セ J ターに陶ぷ用の1JfJllL気炉
が入り、2H24 日ド約30人がH:\rfl~して火入札式

をn~ ，ました いままでf~ピ閉していたもの

が老町化したため. 2 代 1=1の屯気fi'~ なっ

たもの。利用するI.. Jセンターや市内公氏館

の陶ふクラブnたちは、よ L 、作品がてレ~る

と事事λでいまし，.

もういいでしょう

原
町
問
屋
滝
沢
家
の

正
門
(
昭
和
六
年
ご
ろ
)

h
F
『
問
屋
鯨
」
の
碑
が
往

時
を
し
の
ば
せ
る
。

現
在
は
旧
ユ
ニ

l
の

ピ
ル
に

A
紙
調
祭
の
と
き
に
、

門
の
前
で
上
倒
獅
子

の
演
舞
も
行
わ
れ
た

人
馬
を
指
揮
、

運
送
業
務
に
務
め
る

川
胤
即
叫
は
加
川
桝
川
町
と
と
ら
に
、
城
下

町
上
仰
の
中
心
で
し
た
.
等
兵
は
、

山
肌
町
の
間
胞
の
川
の
部
で
、
昭
何

人
命
叶
ご
ろ
叫
脚
色
に
冷
ら
れ
た
こ
の

門
は
、
金
一
回
一
的
に
ち
珍
し
く
、
研
究

析
な
ど
が
た
び
た
び
訪
れ
て
い
よ
し

，A 
銭
み
な
・
』
と
に
、

終
戦
直
前
、
門

や
住
宅
は
、
原
町
と
馬
場
町
を
滋
ず

る
防
火
道
路
を
利
る
た
め
、
市
棋
会

の
d
決
に
よ
，
て
取
リ
同
情
さ
れ
ま
し

た
‘
門
を
懐
か
し
ん
で
、
「
つ
ぱ
め
の

燥
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
主
し
た
ね
」
と

、u-つ
人
J
U
-
-
-
h

で
も
、
知
っ
て
い
る

人
は
ず
い
ぶ
ん
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

間
M
m
は
、
旅
人
や
荷
物
を
送
り
迎

え
す
る
、
今
で
い
・
ヲ
欽
巡
の
駅
の
よ

う
な
も
の
。
上
自
信
は
、
原
町
と
梅

野
附
{
ぷ

-m)の
こ
つ
が
例
か
れ
ま
し

た
・
い
ウ
b
M
W
e

ト
r

九
州
、
人
夫
-
一

十
瓦
人
を
備
え
、
貨
物
の
逆
送
や
公

m文
冷
の
取
リ
縦
ぎ
な
ど
を
市
け

n

r

て
t
た
そ
う
で
す
け
な
お
、
閉
山
肌

は
明
治
の
代
で
終
わ
リ
ま
し
た
・

広報うえだ2.3.16【9)



ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

男
の
本
音
・
女
の
本
音

あ
な
た
の
声
を

募
集
し
ま
す

山
で
は
、
女
牧
を
取
り
巻
く
問
組

を
解
決
し
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
作

っ
て
い
〈
た
め
の
総
策
と
し
て
、
上

川
市
U
W
人
行
動
計
州

(
似
品
称
)
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す

そ
こ
で
、
男
女
が
共
に
協
力
し
な

が
ら
、
心
収
か
に
H
T
き
て
い
け
る
社

会
を
考
え
て
い
こ
・
っ
と
、
ル
外
慨
は
も

ち
ろ
ん
、
男
性
の
皆
さ
ん
の
提
言

・

立
見
を
募
集
し
ま
す
e

マ
テ

1
マ

「
新
会
代
時
代
と
い

わ
れ
る
今
に
し
し
し
凶
を
よ
く
す
る
mn

の
本
昔
、
女
の
本
音
二
例
え
ば
①
あ

な
た
の
家
庭
で
、
脳
渇
で
、

地
械
で

②
出
船
化
村
会
に
向
け
て
③
川
河
竹
か

ら
女
掛
川
へ
、
女
快
か
ら
男
性
へ
ー
な

ど
身
近
な
と
こ
ろ
に
自
を
向
け
た
も

の
)
マ
応
募
規
定

例
訂
作
r結
収
前

川
紙
間
伐
以
内
。
仲
山
所
.
氏
名
、
年

齢
問
、
職
業
、
屯
話
を
記
入
υ

必
ず
題

れ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
マ
応
募
方

法

四

月

二
十
乞
日
附
ま
で
に
任
会

諜
婦
人
係
(
一
T
郷

市

内

大

予

一

|

一一

1
一
人
}
ヘ

マ
問
い
合
わ
せ

社
会
以
(
内
線

1
6
2
5
}

。

「
婦
人
問
題
」
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

マ
と
急

一
ニ
月
二
十
四
日

ω午
後

一
時
三
ト
分
1
三
時
三
十
分

マ
と

こ
ろ
中
火
公
民
館
大
会
柏
崎
明

言明

暗
)
マ
内
容

「
愛
す
る
こ
と
・
生
さ

る
こ
と
L

と
題
し
て
新
宿
区
婦
人
相

殺
日
の
総
絵
左
知
子
さ
ん
か
、
三
卜

作
余
に
わ
た
る
い
附
人
利
減
H
M
の
叫
杭
験

を
路
ま
え
、
女
性
の
生
き
↑
n
に
つ
い

てト

U
Aし
寸
ゐ
チ
定
で
す

マ
問
い

合

わ

せ

社

会
ぷ
{
内
線

1
6
2
5
}

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

教
義
講
座
の

参
加
者
を
募
集

もて ~)j 制 方円 円めま rh
勤労膏少年ホーム教養純 受ゆ本ま 法 て@とで内 マ

E穂高E名|期 間{回数) 1:iE員Irt し I~I; で 村他おの・Ji.対
、 .白一一一一:-7::'...~ ¥ r.:-ナ1付 込師、 問中'1にりか 業 象

茶道(裏千家)1 4月 6日-9月末(20回)115人|斗ニ立lOr:;l~一一一一 ιとこけん}幼 n'1'(和j た所
生け花(草月流):4F!16日-9月末(20回>I11 Iまてへ労こかfElV に市

、 .白山門 i“|すく受i'1II必・ 1荷 受マ 1f}J内
包笠笠月流'9 1 4 F! 17旦ー竺盟問~ ~ だ必少(11)桜協 議募務 に
茶道(表千療I()I 4月19日-9月末(20図>I"j@さ料年かで線料集すお
亘E31129日ー竺主(20回)1fJ27品す義二222
手編み ー4月20日-9月末(20回)1 /1 1 1 '，l!:をム十マ~ T 卜い

'------' 7 11.(; if.i ~“ 申 五六別 lしか
1 でえ 消 13込 (I十災品位

糧自

火

木

月

会

マ
受
付
時
間
午
後
十
二
時
2

・
ト
分

か
ら
同
九
時
。
回
収
日
は

Hm航

産
能
短
大
通
信
教
育
部

「
上
田
教
室
L

の

4
月
入
学
生
を
募
集

持肩書寺間は各1Ii!量とも午後6:30-8:30

マ
疋
科
生
コ

l
ス

経
営
管
底
、

ホ
テ
ル

・
レ
ス
ト
ラ
ン
M
M
台
、
税
剛
州

上
、
閉
山
鰍
処
刑
叫
、
H
U
会
保
険
労
務
-k
・

中
小
企
業
診
断
士
、
消
州
民
生
活
、
終

々
の
八
コ
ー
ス
マ
修
業
年
限

二

年
{
紋
向
同
年
ま
で
}
マ
学
賞

一

年
次
卜
A

一
力
三
.h・
ム
ト
円
、
二
年
次

十

万

円

マ

入
学
資
格

高
校
卒
業

以
仁
の
人
マ
特
徴
①
託
料
生
コ

ー
ス
を
本
業
す
る
と
知
大
卒
楽
的
資

織
が
筏
与
さ
れ
ま
す
.
②
ス

ク
ー
リ

ン
グ
(
教
室
校
業
)
は
東
京
の
本
校

以
外
に

「
上
川
教

-ur
ほ
か
県
内
a

ニ

か
所
で
行

っ
て

い
ま
す
・
マ
そ
の
他

知
期
間
で
学
べ
る
科
目
別
級
修
生
コ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
・

マ
申
込
期
限

附
H

月
二
一
十
円
ま
で
マ
問
い
合
わ
せ

仁
佃
術
工
会
識
所
内
経
能
川
州
大
「
し
し

問
教
室
」
(
宮
⑫
4
5
0
0
)。
入
学

制
民
H

も
間
会
談
所
に
あ
り
ま
す
・

国民健康保険税・・・..........・・・・・第9期

【101

-納期限は4月2日(月)です。

広報うえだ2.3.祁

国保年金課(内線 1367)

4
月
の
相
談
日

-
農
地
問
題
相
談
マ
と
き

4
月

2
日
川
午
前
8
附
叩
分

1
午
後

5
時

マ
と
こ
ろ
終
案
袋

U
会

-
日
常
生
活
の
法
律
相
談
(
予
約
制
)

マ
と
き

4
月
日
日
幽
・
幻
自
闘
い

ず
れ
も
午
後

1
時
初
分

1
3時
加
分

マ
予
約
先
也
前
線
境
必

(
内
線

1

3
8
8
)
 

-
土
地
・
建
物
の
法
律
相
級

マ

と

き

4
M
U
a
榊
午
後

1
時
1
4
時

マ
と
こ
ろ

西
庁
合

2
階

-
行
政
相
談
マ
と
き

4
月

9
白

川
午
前
叩
時

1
午
後
3
時

マ

と

こ

ろ

L
L
削
阿
武

(3
附
)
マ
内
容

行
政
に
対
す
る
苦
情
、
要
四
宮



忘
れ
ず
に
受
け
て
ね

犬
の
登
録
と
予
防
注
射

『
火
の
舟
鈍
と
町
灯
火
病
予
防
注
射
』

を
附
け
川
問
日
制
か
ら
向
二
十
五
日
榊

ま
で
、
巾
内
を
w
比
例
し
て
行
い
ま
す
.

生
後
九
十
一
日
以
上
の
飼
背
中
入
す
べ

て
が
対
象
で
す
.

マ
日
時
・

渇
所

内
H

治
会
を
通
じ

て
お
ド
に
配
付
し
た
，
f
-
b
し
』
に

日
穂
市
政
が
あ
り
ま
す
マ
手
続

8

ち
ら
し
に
付
い
て
い
る
「
犬
の
登
録

以

・
校
射
術
娯
交
付
申
品
世
」
に
配

入

・
抑
印
し
、
鉱
山
町
リ
の
会
得
へ
制

い
犬
と
と
も
に
持
参
く
だ
さ
い
φ

マ

料
金

四
千
九
百
七
十
円
(
内
訳
'

A

札
口
付
子
敬
斜
二
千
百
円
、
注
射
術
家

平
品
以
=
年
度

交
付
手
数
料
刊
行
六
l
川
、
注
射
料

金
二

T
二
百
四
十
円
、
消
拘
H
M
悦
分
七

十
円
)
マ
そ
の
他

則
問
中
に
受
け

ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
ム
け
円
以
慨
に

臥
ぽ
帥
が

μ別
品
川
し
て
伐
射
を
行

い
ま
す
.
ょ
の
ゆ
A
川
、
訪
問
料
と
し

て
一
前
に
つ
与
千
.
九
百
円
が
加
材
料
さ

れ
ま
す
.
注

意

事

項

①
年
政
二
と
に
一
一
川
の
投
剣
と
杭
射

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
.

②
犬
の
祭
礼
と
注
射
筒
採
は
紛
失
し

や
す
い
の
で
、

λ
の
汁
齢
閣
に
つ
け
ま

し
ょ
・
ヲ
.

①
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

@
鳴
き
声
に
は
注
怒
し
、
ス
ト
レ
ス

の
た
ま
ら
ぬ
よ
う
十
分
巡
動
さ
せ
る

広
報
モ
ニ
タ
ー

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

ぬ
で
は
、
、
仏
間
滞
?
え
だ
L

がい巾

氏
め
品
目
さ
ん
に
縦
し
£
丸
、
よ
り

脱
ま
札
る
も
の
に
し
て
い
〈

r
め、

次
に
よ
り
平
成

-.r換
の
広
鰍
モ

ニ
タ
ー
今
彩
悠
し
ま

rL

モ
ニ
タ
ー
の
品
川
さ
ん
ド
は
‘
広

報
仁
村
す
る
怠
は
や
続
本
な
ye
を

お
市
ぜ
い
れ
九
だ
い
さ
、
-
仰
民
砂
加
の
紙

山
作
り
の
.
判
刷
会
仰
っ
て
い
た
ど
急

ま
十
ラ

マ
応
募
資
絡

.
ぃ
峨
以
上
の
山
内

向
仏

f
h
公
務

U
を
除
く

マ
募
集
人
員

一
一
般
公
募
十
人
程
度

マ
任
期

四
円
一

日
か
ら
来
年
一
一
一
川

と
と
も
に
、
巡
動
の
時
は
引
き
綱
を

つ
け
、
必
ず
フ
ン
の
後
始
末
を
し
ま

し
ょ
う
.

⑤
犬
が
死
亡
、
行
い
刀
不
明
の
嶋
介
、

ま
た
は
倒
い
主
の
度
決
・
転
出
の
場

合
仁
川
!
凶
円
相
均
以
へ
ご
巡
絡
を
・

-
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
線

戸
内
私
1

3
8
7
)

受
通
遺
児
な
ど
に

膏
成
資
金
を
貸
し
付
け

自
動
引
事
紋
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

後
泌
遺
児
な
ど
へ
の
育
成
資
金
の
貸

し
付
け
を
行
っ
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